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京都府中小企業団体中央会
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京都人権啓発推進会議／京都府中小企業団体中央会
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祝辞：京都府　山田知事 祝辞：京都市　門川市長 乾杯：京都銀行協会　髙﨑会長 中締め：池本副会長

　本会では、1月6日（月）、京都ブライトンホテルにおいて、恒例の
新年賀詞交歓会を開催、府内中小企業団体の代表者をはじめ、行政機
関、関係機関等より約300名が参集し、年頭の挨拶を交わした。
　渡邉隆夫会長は、「今年4月に消費税の増税が予定されており、我々
中小企業にとっては大変厳しい状況にある。しかし、地域経済を支え
ているのは我々中小企業であるとの強い気概を持ち、この一年を乗り
切っていきたい。中央会としても、京都の中小企業や組合による積極
的な取組が一層進展するよう、引き続き全力で取り組んでいく。」と
力強く新年の挨拶を述べた。
　続いて、ご来賓を代表して、山田啓二京都府知事、門川大作京都市
長よりご祝辞を賜った後、新年の門出を祝い髙﨑秀夫一般社団法人京
都銀行協会会長のご発声により伏見の銘酒で乾杯を行い、あらたなス
タートを切った。
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Ⅱ「KYOTOしごとサロン」
　また、「KYOTOしごとサロン」においては留学生等19名が参加した。グロー
バル人材を積極的に活用している京都の中小企業と一緒にグループワークを通
じて「仕事・就職について」考える場を設け、企業ブース訪問など中小企業の
魅力を知り、卒業後の進路に役立つよう企画実施した。

Ⅲ「Work in KYOTO」
　一方、京都テルサ東館においては、平成26
年3月卒業予定者等を対象としたイベントを 
実施した。午前には、「中小企業120％理解セ
ミナー～中小企業を知る編～」と題して、株
式会社トリムタブ 代表取締役 岸守明彦 氏よ
り、講演頂いた。
　午後からは、昨年7月から毎月実施してきた

“就活7（セブン）”の第6回合同企業説明会と
して、166名が参加し、20社の企業ブースを
訪問した。

KYOTOジョブフェアを、京都テルサにて開催

　去る12月11日（水）、KYOTOジョブフェア「京都企業と出会う日」として、平成27年3月卒業予定者を対象
とした「新卒ジョブフェスタ」、平成26年3月卒業予定者等を対象とした「Work in KYOTO（第６回中小企業合
同説明会）」及び外国人留学生、グローバル企業への就職を目指す日本人学生を対象としたグローバル人材のため
の「KYOTOしごとサロン」を、京都テルサ（京都府民総合交流プラザ）にて開催した。

Ⅰ「新卒ジョブフェスタ」
　京都テルサ西館において開催した「新卒ジョブフェスタ」では、午前に就活セミナーを開催、延べ177名が参
加した。「納得内定の法則　新卒採用の超プロが語る就職の真実」と題して、人材コンサルタント　常見陽平氏より、
12月から就職活動を開始した学生に対して、今どきの就職事情、就職活動の進め方等について講演頂いた。また、「魅
力的な中小企業の見つけ方・見分け方」と題して、株式会社帝国データバンク　松本誠一氏より、大手企業にばか
り目を向けず、自分が知らない中小企業の魅力、中小企業の見つけ方・選び方等について講演頂いた。受講回答者
の約95％がセミナーを通じて中小企業への就職に対する意識が高まったと回答した。
　午後からは、京都企業40社による企業紹介、採用スケジュール等説明のためにブース展開し、415名が参加した。
初めての合説を効率良くまわるため、「企業
ブース訪問ツアー」を企画実施（5グループ
×4回の計20ツアー）、自分にふさわしいブー
スの回り方を体感した。
　合説終了後には、株式会社トリムタブ 代表
取締役 岸守明彦 氏の進行により、学生及び
企業を交えて、パネルディスカッション形式
で意見交換。合同企業説明会やインターンシッ
プは選考に影響するか等々の疑問点などが質
問され、企業が答えた。

京都府中小企業人材確保・定着支援協議会
（事務局　京都府中小企業団体中央会）

就活セミナー「納得内定の法則 新卒採
用の超プロが語る就職の真実」

就活セミナー「魅力的な中小企業の見つ
け方・見分け方」

テルサホールにおける合同企業説明会 企業ブース訪問ツアー アフターセッション

中小企業120％理解セミナー Work in KYOTO（第6回合同企業説明会）

KYOTOしごとサロン
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京都府知事・京都市長との合同懇談会を開催

　1月10日（金）、からすま京都ホテルにおいて、キャリアアップを目指す中小企業の女性経営者、女性幹部、組
合事務局役職員等の方々を対象に、「女性のためのキャリアアップセミナー」を開催した。
　第1部のセミナーでは、モチベーションアップ法について学ぶため、株式会社ウィズネスの代表取締役 本田妃
世氏を講師に招き、「スッキリ爽やか！イキイキ人生の薦め」と題した講演を拝聴した。はじめに、自分と他者と
の関係のとり方を分析するため性格診断チェックを行い、相互の関係を大切にした自他尊重のコミュニケーション

“アサーション”について説明を受け、アサーション・トレーニングを体験した。本田氏は、「モチベーションに波
があって当たり前である。職場の仲間には見えていないプライベートの部分がたくさんある。周りの人のモチベー
ションが下がっていると変化に気づけばアサーティブな声掛けをしていただきたい。お互いが分かり合えることで

絆は強くなる。」と説明された。また、自身のモチベーショ
ンを上げる方法について、「自己開示することで心が明るく
なる。また、落ち込んだ原因をいつまでも引きずらないこと
が大切である。引きずり考えていることで本来の力が発揮で
きない。」と結ばれた。
　第2部の交流・懇談では、終始和やかな雰囲気の中、本セ
ミナー参加者による自由懇談を行い、業種を超えたネット
ワークづくりを行う有意義な場となった。

女性のためのキャリアアップセミナーを開催

事業継続計画（BCP）策定支援セミナー
日　時　　平成２６年３月２８日 （金）　
　　　　　　　　　　　　　　午前１０時～午後１２時　　（受付9時30分）
場　所　　ホテルグランヴィア京都　５階　古今の間
　　　　　　　　　　　（京都市下京区烏丸通塩小路下ル ＪＲ京都駅中央口）

　12月25日（水）、鶴清において、京都府知事・京都市長と本会役員との合同懇
談会を開催した。京都府からは山田啓二知事、山下晃正副知事をはじめ幹部の方が、
京都市からは門川大作市長、塚本稔副市長をはじめ幹部の方が、また本会からは渡
邉隆夫会長をはじめ42名の役員が出席した。
　懇談会では、渡邉隆夫会長より山田啓二知事、門川大作市長に要望書を手渡され、
終始和やかな雰囲気の中で懇談を行った。京都府・京都市への要望は、重点要望事
項と分野別要望事項からなり、重点要望事項では、「大企業・中核企業等のＯＢ技
術者の中小企業へのマッチング支援」、「日本貿易振興機構（ジェトロ）の拠点誘致」、

「地域中小企業の人材確保・定着支援事業への支援」、「官公需対策強化」、「中小企
業のエネルギー対策強化」、「組合・中小企業経営支援カルテシステムの構築」をあ
げている。更に、京都府には「北部振興対策」を、京都市には「業界診断事業の実
施」、「公契約に関する基本条例の早期制定」をあげ、府市協調による中小企業支援
策の更なる推進を求めている。

　　　テ ー マ　　『最悪の被災シナリオと企業のＢＣＰ』
　　　講　　師　　 河　田　惠　昭氏　 関西大学教授　阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター長

　参加申込方法　�本会ホームページより参加申込書をダウンロードし必要事項をご記入のうえ、
　　　　　　　　�3 月 20 日 ( 木 ) までにＦＡＸにてご送付下さい。なお、先着順にて定員になり次第締め切らせ

ていただきます。 ※ホームページの閲覧が困難な場合は、本会までご連絡下さい。
　　　　　　　　URL　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/

　お問い合わせ　　　 京都府中小企業団体中央会 　　担当：連携支援課　大槻・鈴木
　　　　　　　　　 　☎ 075-314-7132　　　FAX　075-314-7130

参加費無料
定員300名
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No.77

富山県金型協同組合（富山県）
組合がインドネシアに海外拠点工場、組合員のグローバル化を推進

　インドネシアに組合出資の現地法人を設立、ジャバベカ
チカラン工業団地に組合工場を整備、組合の技術者を派遣
し操業を開始した。

　 背景と目的 �

　当組合の組合員の多くは自動車産業向けの金型メーカー
であり、自動車産業のグローバル化の中で国内マーケット
の縮小は避けられない状況にあった。そのため、組合の売
上もピーク時に比べ半減する厳しい局面にあった。
　厳しい局面を乗り越えグローバル化に対応するために
は、組合が海外展開に挑戦し、組合事業の確保を図りつつ、
中小の組合員の先導的役割を果たす必要があった。そこで、
組合の海外工場を組合員が活用することにより、海外展開
の足掛かりを付けることを目的として事業に取り組んだ。

　 事業・活動の内容 �

　平成23年7月、インドネシアに現地法人を設立し、当組
合の理事長が社長に就任した。海外工場はインドネシアの
首都ジャカルタから約35キロメートルの位置にあるジャ
バベカチカラン工業団地に、敷地2,070平方メートル、鉄
骨平屋建て943平方メートル、1億5,000万円の事業費を
投じて平成24年2月に完成した。
　組合の余剰設備であるボール盤、平面研削機、深穴加工
機・高度なマザーマシーンであるMCジグボーラーを持ち
こみ、新規にマシニングセンラーと三次元測定器を導入した。
　現地法人設立から理事長と行動をともにしてきた組合営業

部長が副社長に就任し、組合から派遣した日本人技術者と現
地で採用した技能者を合わせて10人で操業を開始した。

　 成　果 �

　組合の意思決定が迅速に行われ、短期間でインドネシア
に現地法人を設立、工場を整備し、操業まで実現した意義
は大きい。
　現在、操業間もないことから成果は今後に持ち越される
が、中小の組合員にとっては、海外での営業展開などに直
ちに活用できるなど、大きなチャンスを提供したといえる。
徐々に、組合員が営業社員を現地に送り、組合工場を利用
することにより、現地での仕事が確保できるメリットなど、
今後の期待は大きい。

　共同事業等に先進的に取り組んでいる組合事例
をご紹介するこのコーナー。今回は、海外展開に
取り組んでいる組合の事例です。

《組合DATA》
　富山県金型協同組合
　　〒939-1315　富山県砺波市太田1889-7
　　☎ 0763-33-2636　　　FAX 0763-33-5709
　　URL  http://www.kanagata.or.jp/

「PT.TOYAMA PRECISION 
MOLD INDONESIA」外観

「PT.TOYAMA PRECISION 
MOLD INDONESIA」内部
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　京都伝統工芸協議会の常設展示場「ギャラリー圓夢」では、京の工芸展をご覧
いただけます。現在は、「京もの指定工芸品展」を開催し、伝統工芸品を展示・
販売していますので、ぜひご来場ください。

　日　時　平成26年1月9日(木)～平成26年2月25日(火）
　　　　　10：00～16：30（最終日は15：00まで）　※水曜休廊日

　場　所　ギャラリー圓夢
　　　　　京都市東山区高台寺西側圓徳院敷地内 
　　　　　京・洛市「ねね」２Ｆ（高台寺 掌美術館入口横）

《団体DATA》
　京都伝統工芸協議会
　　〒 615-0042　京都市右京区西院東中水町17
　　　　 　　　　　京都府中小企業会館4階
　　　　 　　　　　京都府中小企業団体中央会内
　　☎ 075-314-7131　　FAX 075-314-7130
　　URL http://www.kougei-kyoto.jp

「京もの指定工芸品展」のご案内

入場無料「我が家のひなまつりへようこそ！
　　　　～京の食の伝統と技が彩る雛まつり文化～」のご案内

詳しくは、ホームページをご覧ください。  http://www.syoku-kyoto.com/

　一般社団法人京都府食品産業協会では、京の食文化の継承と情報発信、また、同
会が認定・推奨している京ブランド食品の普及を図ることを目的に、「我が家のひ
なまつりへようこそ！」を開催する。
　本催しでは、『京のひなまつり』をテーマに、会員団体による京都の食品で表現
した雛段飾りや京都で活躍する8人の女性たちのひなまつりの展示をはじめ、京の
ひなまつり講座、宇治茶・抹茶の体験教室、京ブランド食品の販売など多彩なイベ
ントを実施する。
　また、毎日先着30名に京都産白大豆「京白丹波」の商品をプレゼントや1,000
円以上お買い上げの方にその場で当たる抽選会を行う。
開催日時　平成26年2月14日（金）～16日（日）の3日間
　　　　　午前10時 ～ 午後6時（16日のみ午後5時終了）
開催場所　しまだいギャラリー（京都市中京区御池通東洞院西北角）
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　本会では、平成26年度に発行する機関紙「協同」の有料広告を募集します。得られた広告料収入は、中小企業
組合をはじめ傘下の中小企業者の経営に役立つ有意義な情報提供事業を行うため、有効に活用致します。

京都府中小企業団体中央会　機関紙「協同」
平成26年度有料広告の募集について

■機関紙「協同」について
　①発 行 日　 毎月1日
　②発行部数　 1,200部
　　（1月号及び6月号は1,500部）
　③サイズ等　 Ａ4版　8ページ、2色刷り
　　　　　　　　　　　（6・9・12・3月号は12ページ）
　④配 布 先　 本会会員、関係機関、報道機関 等
■掲載対象
　本会会員組合、特別会員、賛助会員及び会員組合傘下
の企業。
■広告掲載内容について
　広告の内容が以下に該当する場合は、掲載をお断り致
します。
　①公の秩序または善良の風俗に反するもの
　②政治活動・宗教活動・意見広告に関するもの
　③�その他広告媒体に掲載する広告として妥当でないと

会長が認めるもの

■掲載サイズ及び料金について
　※�掲載場所につきましては、ご相談の上、本会指定の

場所となります。

サイズ 掲載料
(1回あたり) 年間掲載料

A ４　　　　全　面
縦27.2cm×横18.5cm 50,000円 480,000円

@ ¥40,000
A ４　　１／２

縦13.3cm×横18.5cm 30,000円 240,000円
@ ¥20,000

A ４　　１／３
縦8.8cm×横18.5cm 20,000円 120,000円

@ ¥10,000
Ａ4　　１／６

縦4.3cm×横18.5cm
縦8.8cm×横9.1cm

10,000円
96,000円
@ ¥8,000

■申込締切
　平成26年度年間通しての掲載を希望される場合は、
平成26年2月28日（金）までにお申し込み手続きをお
願いします。なお、単月の有料広告につきましては随時
募集しておりますので、お気軽にご相談下さい。

＜お問合せ・お申込先＞
　　京都府中小企業団体中央会　　担当：企画調整課　　☎ 075－314－7131
　　　〒615－0042　 京都市右京区西院東中水町17番地　 京都府中小企業会館4階
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中小企業団体情報連絡員12月分報告より

■消費税増税前の駆け込み需要増加

　　� 　　�
快晴
� DI値 40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

業界景況天気図 概　　　　況

全　体
11月 →12月

　　
消費税増税前の駆け込み需要の見られる業界が増えている中、4月以降の先行きに不安の声がある。また、前月同様に輸入材料
及び原油価格の高騰等によるコスト上昇に加え一部では資材不足も見られ、回復傾向にあるものの楽観視できない状況にある。

製造業

11月

↓
12月

繊維工業
　　

洋装関連、和装関連ともに非常に低調であり、前月に続き先行きは全く見通せない。和装関連においては伝統産業であ
るきもののインクジェットプリント化が進んでいる。

出版・印刷
　　

前月同様に業況に大きな変化は見られない。売上・受注高、販売価格、取引条件、収益状況等、各調査項目において
悪化または減少となっており、依然として厳しい状況で推移している。

鉄鋼・金属
　　

前月とほとんど変化はない。中小企業においてはアベノミクス効果を期待された一年であったが、はっきりした形で
は表れなかった。

一般機械等
　　

半導体、太陽光等新エネルギー関連機器の受注は好況な状況が続いているが、海外も含め参入企業の増加により受注価格の低下が認められる。国内企
業は円安に助けられている側面があるが、輸入材料の高騰により製造原価を押し上げており、為替変動は中小企業にとり大きな課題となっている。

その他製造業
　　

プラスチック製品製造業では、消費増税前の駆け込みと見られる需要に持ち直し感が出てきたものもあるが、4月以降の失速が怖い。木材等製造業では、海外か
らの輸入資材の価格が大幅に上昇。中には商品を確保するため高値での仕入れを強いられ、販売価格に転嫁できず利益が確保できない状況も出てきている。

非製造業

11月

↓
12月

卸　　売
　　

生鮮食料品卸売業では、年末商戦はコンビニや量販店の元旦営業が定着したため「平常通り」での年末営業となり、盛り上がりに欠ける
締めくくりとなった。化学製品卸売業では、円安により原材料の輸入が減少し染料及び薬品が品不足となり、値上げが加速しそうである。

小　　売
　　

自動車小売業では、消費税8％の駆け込み需要が徐々に表れている。家電小売業では、12月の売上金額は対前年同月比107％を達成した。
テレビは大型化、ＤＶＤは高級機種が大変好調であり、また、白物も好調で冷蔵庫・洗濯機は高付加価値商品で単価アップにつながった。

商 店 街
　　

京都市内中心部では、29日から31日の3日間は天候がよかったこともあり、昨年と比べかなり多くの人が買い物に来られた。
一方、近隣に大型スーパーのある商店街では、年末のかき入れ時にしては人通りもほとんどなく大変厳しい風景であった。

サービス
　　　 

旅館業界では、国内宿泊者は休業日を除き相当の減、海外からの宿泊者は若干増であるが食事不要の予約が多く単価
減である。旅行業界では、宿泊（国内）、観光（入園・食事）、バスのクーポン発行高は前年を上回り好調である。

建　　設
　　

消費税駆け込み需要が見られる。あくまで駆け込み需要であり本当の景気回復による発注増とは考えにくい。また、
中小に忙しさは戻りつつあるが実質的な潤いはきていないようだ。

運輸・倉庫
　　

燃料の急激な高騰により、運輸業界は多大な影響が出ることが懸念される。道路貨物運送業では、年末を迎え、また
消費税の駆け込みか、輸送量は増加の模様だが年明けの状況が不安である。

京都経済お天気

会長コラム No.16

　野球を見ていて変だと思うことは多々ある。中でも納得できないのは強行策なる言葉だ。
ランナーがノーアウトから一塁に出たとする。この時、解説者の殆んどが、「ここは手堅く
バントでランナーを二塁に送りましょう。強行策はとるべきではない」と。
　バントはあくまでもヒットを打つと見せかけて、奇にやるのがいい。そこで相手チーム
の攪乱を誘う。しかし、送りバントの成功は一死となる。スリーアウトになる確率は高く、
その成功として点がとれる確率は3割以下。アホな奇策だ。
　ところで、この強行策なる言葉、近ごろ政治の世界でもよく耳にする。国会で審議をし
て採決をとる。この権限を日本国民は自民党に与えた。その実行を強行あるいは、国民無
視と騒ぎ立てるマスコミとは、野球の解説者以下と考える。反対するなら対案を出せば良い。

ただ議事引き延ばしだけの反対では投票した人との約束はどうなるのか。なにもせず、ただ国会を開いて決めるな
と言うのか。今回の特定秘密保護法案の決議は強行策ではなく、正しい政治行為だ。
　60年前、日本の独立に際して全面講和条約は必要だと言募った。その次の50年前の騒動は安保反対だ。（全面講
和でないと、安保条約は破棄しないと戦争になる。日本は戦前と同じだと。）そして今、また平和な日本なのに戦
争を招くと煽り立てる。いつか来た道、デモでも何でもやって反対しましょう。多数の横暴は怪しからぬ。だけど、
戦前の日本は本当に暗黒だったのか。確かに共産主義者に対してはきつかった。（日本が戦争に巻き込まれたのは、
当時のソ連のスパイ活動を主とする国際共産主義運動の結果であるとの見方が現在では支配的である。）
　言論の自由の大切さは右も左も同じ。ただ、国を危うくする、あるいはスパイを取り締まる、その程度のことは
国民は納得する。正義の騎士アメリカでも黒人や移民には選挙権すらなかったのが1940年までの世界だ。まあ客
観的に見て、日本はマシな自由国家と言えたのではないか。
　考えない人たちが依拠する世界観が日本の最高法の前文にある。「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、
我らの安全と生存を保持しようと決意した」アホなことだ。� 会長　 渡邉　隆夫

強行策



� 協 同 2014.2

表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「柴漬け色」です。

■日　　時　平成26年2月27日（木）　午後2時 ～ 4時
■場　　所　舞鶴２１ビル　3階 第２･ ３会議室

(舞鶴市喜多1105　☎ 0773-77-2421）

■テ ー マ　�『災害時におけるリスクマネジメントと
BCP（事業継続計画）』

■講　　師　烏野　猛　氏
　　　　　　【プロフィール（現職）】
　　　　　　株式会社メンタルリンクエイド　パートナー講師
　　　　　　びわこ学院大学　教授
　　　　　　株式会社 福祉リスクマネジメント研究所　所長
　　　　　　社団法人　ケアリスクマネジャー協会　理事
　　　　　　厚生労働省研究補助事業
　　　　　　�「災害時における高齢者施設のリスクマネ

ジメント調査研究事業」委員長
■申込方法　本事業担当者までご連絡ください。
　　　　　　京都府中小企業団体中央会 
　　　　　　担当：連携支援課　鈴木・大槻
　　　　　　☎ 075-314-7132

北部会員のみなさまへ

事業継続計画（BCP）策定支援セミナーのご案内

参加費無料
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